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世界の STAND UP TAKE ACTION

生まれた国は違っても、想いは一つ。

131ヵ国で 1 億 1699 万 3629 人が

立ち上がりました。

2007年に1億人を突破したスタンド・アップの参加者数は、世界人口の2%にも相当します。「MDGs

を達成してほしい」という市民の声が高まるイギリスでは、ブラウン首相が官邸公式ホームページで

スタンド・アップへの支持を表明。「GNI比0.7%をODAに拠出する」というMDGsに掲げられた約束

の実現をあらためて宣言しました。また、アフガニスタンやウガンダでは国会議員たちも活動に参加。

市民たちの間ではじまったスタンド・アップは、各国政府をも巻き込みながら世界中に広がっています。

インドでは1772 万 4359 人が参加

しました。この活動をきっかけに、

MDGsの達成に向けた取り組みを

強化する超党派の議員連盟が設立

されました。

1991 年の内戦から今なお、武装

勢力間の抗争が各地で続くソマリ

アにて。争いや貧困がなくなるこ

とを強く願い、国内難民キャンプ

でスタンド・アップ。

ニューヨークの国連本部前で行わ

れたスタンド・アップ。国連総会議

長、国連事務次長、各国政府の代

表部や NGO 職員など837 人が参

加しました。
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ミレニアム開発目標（MDGs）

ミレニアム開発目標（MDGs）は、先進国と開発途上国の代表者たちがともに協力しあい、

貧困のない世界を実現するためのグローバルな目標です。2000年9月の国連ミレニア

ムサミットで採択された「国連ミレニアム宣言」にもとづいて、これまでの開発目標が統

合されました。貧困問題や教育、医療など分野ごとの具体的な数値目標を定め、2015

年を期限として実現を目指しています。

今、世界では、1 年間で 5 歳未満の子どもたち

およそ1050万人が、助かるはずの病で命を落

としています。MDGsの達成期限まで、あと6年。

しかし、その取り組みは十分とはいえず、多く

の分野で目標の達成が危ぶまれています。一

方で、希望がない訳ではありません。2000 年

以降、アフリカでは新たに2000 万人以上の子

どもたちが小学校に通えるようになりました。

さらに私たちは、貧困をなくすために必要なお

金も、食料も、技術も、知恵も持っているのです。

スタンド・アップによって「貧困を終わらせたい」

という声がさらに大きくなれば、世界中の代表

者をたちを動かすことができる。私たち一人一

人の声が、MDGs達成への大きな力になります。

MDGsを達成するために必要なこと

わたしたちの
ゴール

目標1　 とてつもない貧困と飢えをなくそう

目標2　 みんなが小学校に通えるようにしよう

目標3　 ジェンダーの平等を進めて女性の地位を向上させよう

目標4　 子どもの死亡率を下げよう

目標5　 女性が健康な状態で妊娠し、子どもを産めるようにしよう

目標6　 HIV/エイズ、マラリア、その他の病気が広がるのを防ごう

目標7　 環境の持続可能性を確保しよう

目標8　 世界の一員として、先進国「も」責任を果たそう

アジア アフリカ 先進国
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